
●こども誰でも通園制度の実施
●こども預かりサービスステーションの運営
●子供の発達や気になる行動などに対しての相談・支援、
　５歳児健診の要経過観察者への小集団教室
●子供に係る予防接種、デジタル予診票の運営 ほか
●児童手当の支給
●私立こども園などへの運営費負担
●認定こども園だいいちの整備
●子育て世代に向けた地域優良賃貸住宅を展開

子育てするならダントツ小松

●利便性向上に向けた粟津駅周辺整備
●自動運転バスのレベル４に向けた高度化 ほか
●小松市ライドシェアi-Chanの運行、
　南部地区での乗合ライドシェアの運行
●市内宿泊を伴うMICEや教育旅行、全国大会などの開催支援
●「安宅の関」こまつ勧進帳の里と安宅公園を一体として
　指定管理者による運営に移行

シン都心づくり

主な施策の概要

2億3,100万円
1億7,726万円

4,430万円
2,020万円

1,687万円

1,360万円
1,109万円

275万円
2億6,127万円
21億7,947万円
59億2,400万円

2億2,999万円（債務負担行為8億3,581万円）
2億6,000万円

1,156.9億円

576.8億円

　好循環を生み出す都市経営と中長期的視点に立った行政経営を実践し、 
2040年ビジョンの実現に向けて、重点政策を束ねた「Komatsu9プロジェク
ト」を軸に、小松を次世代へつなぐ「小松まちづくり 5.0」を推進します。

　小松のまちは、弥生時代の広域交流とものづくりによる八日市地方の誕生に始まり、加賀国府の設置、
江戸時代の前田利常公の小松城下整備、鉱山経営を起点とした機械産業の世界的発展と、4度の転換期
を乗り越え発展を遂げてきました。
　北陸新幹線と小松空港の高速交通網が整備された今こそ、第５次の転換期です。「小松まちづくり 
5.0」として都市基盤の整備と活力創出に取り組み「ソサエティ 5.0」に基づくテクノロジーとデータの社
会実装を通じて画期的な変革をもたらし、持続可能な未来を築きます。

■一般会計の内訳

302.1億円

278億円

一般会計

特別会計

企業会計

（対前年度比　+5.3％）

（対前年度比　+3.7％）

（対前年度比　▲3.4％）

（対前年度比　＋2.7％）

農山村地域の持続可能な地域社会の形成へ
早成日本桐活用効果実証事業を実施

南部エリアの玄関口　粟津駅を再構築

夜間ライドシェア、
南部乗合ライドシェアを運行

新産業創出に向けた取り組みを強化

詳しくは
こちらから▶

問い合わせ
財政課　☎24・8144

世界に時めく日本海側の拠点都市こまつ

子どもたちの輝く未来創造都市こまつ

●令和8年度に操業予定企業への立地助成金、
　企業誘致活動の推進
●北電ビル｢ウレシャス小松｣５階にオープンしたオフィスフロアを
　新たな産業創生の拠点に
●向本折地区新産業団地の整備
●空き店舗・空き家を活用した創業支援、スタートアップ企業を
　育成・支援する仕組みづくり
●マッチングプラットフォームサイト「継業バンク」運営などによる
　事業承継支援

産業ブースト・産業創生

6億6,495万円

8,380万円
1億2,600万円

2,302万円

225万円

ものづくりが誇りの産業創生都市こまつ

●小中学校の学校給食に地元農産物を提供、地産地消・食育を推進
●早成日本桐を活用した農山村地域の脱炭素推進活動と
　荒廃農地有効活用の実証実験
●特定地域づくり事業協同組合への支援

農林水産業・農山村創生
543万円

1,000万円
1,928万円

国庫支出金
107.0億円

地方交付税
85.9億円

市債 59.4億円

地方譲与税・交付金
48.8億円

県支出金
50.0億円

その他 44.1億円

市税
181.6億円歳入 歳出

衛生費
34.2億円

総務費
52.5億円

商工費
25.2億円
消防費

17.9億円
農林水産業費
15.9億円

議会費･労働費など 3.9億円
災害復旧費 0.6億円

公債費 
60.2億円

土木費 
66.0億円

教育費  
92.9億円

民生費
207.5億円

一般会計
576.8
億円

令和8年度 小松市の予算

令和8年度予算総額

2040年ビジョンの実現へ
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●復興基金などを活用した地域コミュニティ施設の復旧補助
●下水道管などの復旧

●「地震ハザードマップ」の改訂、県・県内市町共同による
　避難所管理システム整備 ほか
●中消防署西出張所の整備
●南消防署配備の高機能消防ポンプ車の更新
●中央ポンプ場４号雨水ポンプの更新
●水道配管図及び維持管理情報のデジタル化

●市民病院本館建て替えに向けた基本設計、土質調査、
　設計支援業務 ほか
●福祉の相談支援人材の確保に向けた事業所支援、資格取得奨励金
●介護人材確保に向けた資格取得補助、職場環境改善支援
●高齢者定期予防接種の実施

環境保全・ゼロカーボン
●人工林整備、支障木伐採、松くい虫対策 ほか
●指定ごみ袋制度の運営、リサイクル率向上に向けた助成
　生ごみ処理機などの購入補助

命を守る防災・減災

医療・介護・福祉・健康づくり

クオリティ・オブ・ライフの向上（生涯学習・スポーツ）

行政経営（ＤＸ）
●新たな返礼品の開発などによるふるさと納税の
　全国へのPR展開
●スマートシティ・スマート市役所の推進（eL-TAX利用による
　公金のキャッシュレス決済導入ほか）　　

●学校規模及び配置最適化基本方針に基づき
　個別計画の策定に着手
●GIGAタブレットなど教育DX推進、電子黒板の整備 ほか
●中学校技術プログラミングアプリ導入 ほか
●松陽中学校の新校舎建設工事に着手
●小中学校の給食費無償化
●市立高校校舎教室棟の空調改修工事、体育館の空調新規設置に　
　向けた実施設計

未来を育む学びのリビルド

3,560万円

8,134万円

500万円
2億3,370万円

247万円
7億2,960万円（債務負担行為23億5,329万円）

6億5,084万円

1億2,820万円（債務負担行為1億8,430万円）

5,213万円
1億1,591万円（債務負担行4億7,113万円）

9,309万円
3億円（債務負担行為3億8,000万円）
2,000万円（債務負担行為8,000万円）

8,520万円（債務負担行為3億930万円）
585万円
420万円

2億7,736万円

3億4,570万円
1,800万円

2,700万円

2億2,150万円

【歳入】7億円

3,387万円

高機能消防ポンプ車を南消防署へ配備

安全性と快適性を高めた機能的な校舎へ
松陽中学校の工事に着手

小中学校に電子黒板を整備

新病院建設に向け基本設計に着手

行政経営（公共施設マネジメント）
●危険施設や老朽施設、供用を終了した施設の解体
（旧大杉青年の家、木場潟スポーツ研修センター研修棟、旧金野
保育所、安宅第2・四丁町住宅の一部、丸山研修センター、旧安
宅コミュニティセンター）

2億2,687万円 物価高対策

13億9,900万円（1月補正）

2億9,200万円（1月補正）

5,840万円

4,500万円
3,200万円

●らく賃パスポートの実施、デジタル化 ほか
地域交通の再構築

6,000万円

小松運動公園テニスコートなどの
整備に向け実施設計へ

團十郎芸術劇場うらら  施設の長寿命化と
グレードアップに向けた大規模改修

曳山行事の継承へ保存展示施設を整備

地域社会の維持・形成

2,650万円
【歳入】4,500万円

●空き家対策として老朽空き家解体補助制度の拡充、固定資産税
　減免措置制度創設
●施設の安定的維持・管理に向けた下水道使用料の改定

自然が映え文化が息づくふるさとこまつ

ワンランク上の生活空間あふれるこまつ

 災害復旧・被災者支援

誰もが暮らし続けられる生涯安心のこまつ

「小松の新時代の象徴」に向け
未来型図書館等複合施設の整備を開始

令和8年度 小松市の予算

●團十郎芸術劇場うららの舞台装置のデジタル化、
　施設の長寿命化改修工事 ほか
●橋北地区曳山保存展示施設の整備に向けた実施設計 ほか
●日本遺産「石の文化」認定10周年記念イベント開催、
　那谷寺保存活用推進総合調査 ほか
●日本こども歌舞伎まつりin小松 大千穐楽、團十郎巡業公演 ほか
●空とこども絵本館開館20周年記念事業の実施
●尾小屋マインロードの安全対策工事 ほか

文化継承・発展

4億円（債務負担行為18億4,257万円）
5,000万円

1,137万円
1,799万円
310万円

8,000万円

●未来型図書館等複合施設の整備
●小松運動公園テニスコートなどの整備に向けた実施検討 ほか
●末広陸上競技場の災害復旧工事後の公認申請に向けた
　器具などの整備
●木場潟カヌー競技場改修、こまつドーム屋外グラウンド
　人工芝補修 ほか

1億3,530万円
3億2,000万円

2040年ビジョンの実現へ

●生活応援プレミアム付商品券による支援（プレミアム率50％の
　商品券を発行）
●自治体マイナポイントを活用した支援（キャッシュレス決済サービスに
　5,000円相当のマイナポイントを付与）
●水道基本料金・メーター使用料の減免（県支援の対象外となる
　口径30ミリ以上の水道契約分を独自に支援）
●下水道使用料改定に伴う影響額の半額を減免
　（令和8年8月～令和9年1月使用分）
●高齢者を対象とした予防接種の自己負担額を抑制
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